
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 長崎県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 大村市立中央小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ２ ３ ２ ３ ３ ３ １ １７
２８

児童数 ７９ ９２ ７１ ９０ ９２ ８７ ６ ５１７

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

一人ひとりが生きる力を持つ子どもの育成

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

全学年 算数

昨年度まで算数の研究を行ってきた。しかし， ，習熟度別学習，コース別学T.T
習など，高学年でしか実施していなかった。全児童の基礎・基本の確かな定着を
はかるために，全学年で少人数，習熟度別，コース別学習を行うこととした。

( ) 年次ごとの計画2

平 ○ テーマ
成 一人ひとりが生きる力を持つ子どもの育成

楽しく意欲的に課題解決学習に取り組む算数科指導法の工夫15
年
度 ○ 研究の見通し

算数科における各学習過程の中で，効果的な支援のあり方を工夫したり，
算数的活動を取り入れた学習をしたりすることにより，児童は意欲的に課題
解決学習に取り組み，本校が目指す生きる力の育成につながるのではないだ
ろうか

○ 研究の内容・方法
内容
本校の考える生きる力を育成するために 低・中・高学年の各部会で研究

の具体仮説を設定し，授業を仕組む。
・課題意識をもつことのできる力
・物事に意欲的に取り組む力
・基礎・基本の学力
・情報収集力・分析力

（ ）・自己表現ができる力 自分の思いや考えや願いを実現できる力
授業研究においては，具体仮説を中心に話し合いながら，その中で，算数

的活動や支援のあり方，授業の形態などを研究していく。

方法
（１）各学年１回以上の研究授業を行い，それに伴う考察をまとめる。
（２）指導案検討については，授業者は検討日の３日前までに指導案を作成

・配布し，授業者以外はあらかじめ代案を持って望むことにより，研
究を深める。

（３）仮説の検証を中心に授業研究を行い，研究を深める。
（４）紀要の作成。ＨＰで進行状況の報告。



平 ○ テーマ
成 一人ひとりが生きる力を持つ子どもの育成

楽しく意欲的に課題解決学習に取り組む算数科指導法の工夫16
年
度 ○ 研究の見通し

算数科における各学習過程の中で，効果的な支援のあり方を工夫したり，
算数的活動を取り入れた学習をしたりすることにより，児童は意欲的に課題
解決学習に取り組み，本校が目指す生きる力の育成につながるのではないだ
ろうか

○ 研究の内容・方法
内容
本校の考える生きる力を育成するために 低・中・高学年の各部会で研究

の具体仮説を設定し，授業を仕組む。
・課題意識をもつことのできる力
・物事に意欲的に取り組む力
・基礎・基本の学力
・情報収集力・分析力

（ ）・自己表現ができる力 自分の思いや考えや願いを実現できる力
授業研究においては，具体仮説を中心に話し合いながら，その中で，算数

的活動や支援のあり方，授業の形態などを研究していく。

方法
（１）各学年１回以上の研究授業を行い，それに伴う考察をまとめる。
（２）指導案検討については，授業者は検討日の３日前までに指導案を作成

・配布し，授業者以外はあらかじめ代案を持って望むことにより，研
究を深める。

（３）仮説の検証を中心に授業研究を行い，研究を深める。
（４）紀要の作成。ＨＰで進行状況の報告。

( ) 研究推進体制3

低
中
高
学 １２３４５６
年

推 部 年年年年年年
校 教 進 全 会

委 体
長 頭 員 会 専

会 ○授業研究部
門

○調査研究部
校長 部
教頭 ○環境整備部

教務主任 会
研究主任
担当者T.T

学年主任
各専門部部長

・授業研究部 指導案形式・授業改善について，提案授業
（ 担当者はこれに所属）T.T

・調査研究 先進校資料収集，教材収集
・環境整備部 校内・教室内環境整備計画・整備
・低・中・高学年部会を基本とする。
・部会のメンバーはそれぞれ専門部会に所属する。ただし，授業研究部について
は，各学年から最低１人は所属するものとする。

・専門部会は同学年部会での活動内容が明確になるような連絡調整を含めた活動
を行う。



Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

〈学力テストより〉
・現在の６年生と昨年度の６年生の領域別の通過率を比較をしてみると 「数と，
計算」においては → へ 「図形」においては → へと大きな伸び69.5 73.6 55.7 66.5，
を示した。
〈児童の様子より〉
・少人数指導を行う以前は，授業に集中できずにいた児童も，少人数指導を行う
ことにより，課題をしっかりつかみ，集中して取り組むことができるようになっ
た。
・あまり発表できなかった児童が，少人数や習熟度別の学級において発表する姿
が見られるようになった。

以上のようなことは， ，少人数，習熟度，コース別などといった授業形態を取T.T
ることにより，一人ひとりにきめ細やかな対応ができているためだと考える。ま
た，児童に学習の進め方が身に付いてきたことにより 「自力解決をしている」，
という意識が高まったためだと考える。本校の「生きる力」の育成に関しては，
大きな成果を上げているのではないだろうか。

２．今後の課題

・評価基準を使った評価を行うが，それをどのように担任に伝え，一般性のある
物にするか。
・単元による授業形態の選択。
・習熟度別学習を行う場合，自分の力をうまく見極めることのできない児童がい
るが，意欲を持ってそのコースへ入ってきているため，どのような言葉かけをし
ながら自分の力に応じたコースを選択させるか。また，それに伴う自己選択能力
の育成。
・現在算数の研究を行っているが，それを他教科へどのように波及させるか。
・担任が１人で授業を進めるときの学級内での習熟度別学習。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

学力把握のために学力テストの分析を行った。また，毎時間の評価を評価基準を
使って行っている。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

Ｈ．１５．１１．１８（火）
大村市立中央小学校
大村市内加配校対象
本校の５年生の要請訪問授業・授業研究と同時に市内の加配校に対し，本校の実
践紹介。

Ｈ．１６．２．６（金 （予定））
大村市立中央小学校
大村市内加配校対象
本校の１年生の要請訪問授業・授業研究と同時に市内の加配校に対し，本校の実
践紹介。



◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導
一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無
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